
 

 

バスにおけるバリアフリーの取り組み状況について 

 

 

一般社団法人 沖縄県バス協会 

 

 

１．低床バス車両への補助の実施 

 ノンステップバスやスロープ付きワンステップバスなどの低床バス車両の購入に際して、

一台につき新車で３０万円、中古車で１０万円の補助を実施しております。令和２年度は、

４事業者の２６台の車両購入に対して２６０万円の補助を実施しました。 

 

２．接遇改善の取り組み 

 お客様への接遇改善の取り組みとして、令和２年１１月１２日と令和３年３月１０日の

２回にわたって「知的障害・発達障害に関する研修会」を開催いたしました。新型コロナウ

イルス感染症対策として人数を絞りながらの開催ではありましたが、併せて３９名の参加

を得て開催いたしました。 

 １１月１２日開催の研修会では、沖縄県発達障害者支援センターの天久 親紀主任が講師

を務め、発達障害者の特徴と接遇における注意点などについて講演を行いました。 

 ３月１０日開催の研修会では公益財団法人交通エコロジー・モビリティー財団の竹島調

査役を講師に迎えて、コミュニケーションボードの使用方法や認知症患者の接遇について

講演を行いました。 

 第２回の研修会に先立って、令和２年１２月９日には、公益財団法人交通エコロジー・モ

ビリティー財団より、コミュニケーション支援ボードを路線バスの全車両分贈呈を受けま

した。現在、コミュニケーション支援ボードは路線バスの全車両に配置しております。 

 

 年度が明けてからの取り組みとなりますが、国連の提唱する世界自閉症啓発デーに合わ

せて、令和３年４月２日に、「知的障害・発達障害のある人のためのバス乗車体験」を開催

いたしました。新型コロナウイルス感染症対策の困難はありましたが、発達障害者支援セン

ターや発達障害者協会の協力もあり、３０組ほどの参加者を得て開催いたしました。 

 乗車体験をとおして、安全安心なバス利用に向け、相互理解を深めることができたと思い

ます。 
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